
独立行政法人国際協力機構

契約担当役　理事

調達管理番号

調達件名

目的

業務種別

仕様等

履行期間 2024年5月8日 ～ 2027年5月31日

選定方法

業務量（人月）想定

2024年3月12日 12時00分

プロポーザル提出期限 2024年3月22日 12時00分

その他

以上

https://www2.jica.go.jp/ja/announce/index.php?contract=1

その他詳細は企画競争説明書による

企画競争説明書配布依頼
受付期限及び方法

コンサルタント等契約-業務実施契約－【事業実施・支援業務】技術協力個別案件

企画競争説明書による

企画競争

公告・公示日において有効である全省庁統一資格を有すること。

日本国で施行されている法令に基づき登記されている法人であること。

その他、企画競争説明書に記載の参加要件に該当すること。

契約事務取扱細則第４条に該当しないこと。
競争参加資格

公示

独立行政法人国際協力機構契約事務取扱細則（平成１５年細則(調)第８号）（以下「細則」という。）に基づき下
記のとおり公示します。

2024年3月6日

23a00948

タンザニア国農業機械化アドバイザー業務【有償勘定技術支援】

【背景】タンザニアにおける農業セクター（第一次産業）はGDPの約24.3％、雇用の約
64％を占めており、強靭性のある農業発展がタンザニア政府の重要な任務の1つとなっ
ている。2022年4月には政府の新たな農業改革計画であるAgenda10／30が宣言され，
2030年までに農業セクターのGDP成長率を10％に引き上げる目標も設定された。 
2019年9月に開催された第7回アフリカ開発会議（TICAD 7）にて、日本政府はネット
ワーキングプラットフォームである「日・アフリカ農業イノベーションセンター
（Africa Field Innovation Center for Agricultural Technology：AFICAT）」を設置
する考えを表明し、タンザニアはAFICATのパイロット事業対象国として、本邦農業機械
等の技術の展示・実証・デモンストレーションを実施してきている。 
タンザニア政府としての政策でも農業機械化サービスの利用率向上を目指している一
方、タンザニアの耕作における農業機械化の割合は、トラクターが25％、畜力が27％、
人力が50％と言われており、農業機械利用の更なる普及のためには官民連携による農家
への技術展示、農業機械利用に係る金融サービスへのアクセス、機械技師の育成、ビジ
ネス環境の整備等が求められる。AFICAT活動のこれまでの成果を踏まえながら、タンザ
ニアにおける農業機械のさらなる普及を図るべく、JICAへ本専門家の派遣が要請され
た。 
【目的】タンザニアにおいて実施中のAFICATの活動を踏まえつつ、同国における農業機
械化促進のための体制が整備される。

19.70     人月
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